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教育福祉委員会委員長報告書 
平成２９年１０月２日 

 

 流山市議会委員会条例第１２条の規定により、副委員長の私が
委員長の職務を代行し、報告します。 

教育福祉委員会に付託されました議案６件につきまして、審査

の過程における各委員からの討論及び審査結果について、審査経
過順に報告します。 

初めに、議案第６２号、「流山市教育、文化及びスポーツ施設整

備等基金条例の一部を改正する条例の制定について」申し上げま
す。 

本案は、教育、文化及びスポーツ施設整備等基金の設置の目的

の改正及びこれに伴う所要の改正を行うものです。 
審査の過程における討論として、 

１ １点指摘し、反対の立場で討論する。 

基金については、教育、文化及びスポーツの施設整備等に充て
られるものであり、利用の実態は幅を持たせた運用になっている。 

市は「基金条例をすぐに変えていくことは難しい」と、見解を

述べている。それにも関わらず３ヶ月後の改正は、行政運営上大
きな問題である。総合政策部長の答弁どおり、基金のサブタイト

ルや基金を取り崩すための具体的な事業名を充てることで対応で

き、条例改正は必要ない。 
教育や文化、スポーツへの市民要望は高まっている中で、順序

を決めて、計画的に限られた予算内で市民満足度を上げる努力を

されている最中、また、ハード面での基金対象事業が多く残され

ているなかで、基金の取り崩しの対象を緩和し、曖昧にすること

は断じてならないということを指摘する。  

２ 賛成の立場で討論する。 
 当議案は、流山市教育、文化及びスポーツ施設整備等基金の設

置の目的の改正及びこれに伴う所要の改正を行うためのものであ

ると理解している。寄附金の増加を図れるうえ、高い汎用性を持
って基金を活用できる適切な改正であると考える。 

がありました。 

また、本審査の過程におきまして、継続審査の申し出がありま
したが、採決の結果、継続審査の申し出については１対５をもっ
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て否決されましたことを申し添えます。 
採決の結果、５対１をもって、原案のとおり可決すべきものと

決定しました。 

次に、議案第６３号、「流山市文化芸術振興条例の一部を改正す
る条例の制定について」申し上げます。 

本案は、文化芸術振興基本法の一部改正により、法律の題名が

改められたこと等に伴い、基本理念の改正その他所要の改正を行
うものです。 

審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一致を

もって、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 
次に、議案第６０号、「平成２８年度流山市介護保険特別会計歳

入歳出決算認定について」申し上げます。 

本案は、保険給付費等の増加により歳入歳出とも前年度を上回
り、歳入総額 １０８億３，９８７万２千円に対し、歳出総額は  

１０３億７，４３７万２千円で、差し引き４億６，５５０万円の

実質収支額となった決算について議会の認定を求めるものです。 
審査の過程における討論として、 

１ 賛成の立場で討論する。 

平成２８年度は新規事業として、介護人材確保支援事業、地域
住民への介護の理解促進事業、介護ロボット等導入支援事業を取

り入れていること、また、介護予防・日常生活支援サービス事業

や一般介護予防事業そして在宅医療連携拠点事業等に力を入れて
いることを評価する。 

２ 賛成の立場で討論する。 

平成２８年度は第６期介護保険事業計画３年中の２年目にあた

り、次年度までに基金を積み立てることは重要と考えられる。制

度内容を見ると、要支援１、２に該当する方たちが地域支援事業

という形で地方自治体が創設する新しいサービスにゆだねられて
いる。また、年金受給者は、年金から介護保険料を天引きされ、

現役世代が支払った介護保険料は診療報酬支払基金を通じて地方

に再分配されている。このような中で、本市は他自治体と比較し
て介護予防に力を入れ、元気な高齢者を増やす努力をしている。

２０２５年問題解決に向けた地域包括ケアシステムの構築を目指

した予算執行と考える。 
３ 反対の立場で討論する。 
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国の制度改正や介護報酬の改正などで、市職員を含めて現場は
本当に大変な思いをされていると考える。 

ただ、制度改正そのものが保険あって介護なしという方向に進

んでおり、被保険者並びに国民の介護の社会化という願いには大
きく離れている感がある。 

がありました。 

採決の結果、５対１をもって、原案のとおり認定すべきものと
決定しました。 

次に、議案第５８号、「平成２９年度流山市介護保険特別会計補

正予算（第１号）」について申し上げます。 
本案は、平成２８年度決算の確定に伴い、国庫支出金、支払基

金交付金、県支出金の過年度分など所要の補正を行うもので、既

定の歳入歳出予算総額に歳入歳出それぞれ３億４，４０３万３千
円を追加し、予算総額を１１６億２，１４２万４千円とするもの

です。 

審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一致を
もって、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

次に、議案第６１号、「平成２８年度流山市後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定について」申し上げます。 
本案は、後期高齢者医療 広域連合 納付金等の増加により歳入

歳出とも前年度を上回り、歳入総額１９億４，２３２万円に対し、

歳出総額は１８億９，７５７万４千円で、差し引き４，４７４万
６千円の実質収支額となった決算について議会の認定を求めるも

のです。 

審査の過程における討論として、 

１ 賛成の立場で討論する。 

現年度分の保険料の収納率は、９９．４６％と昨年を上回り、

また、被保険者の関心が高い高額医療費制度については、広報で
周知し、ジェネリック医薬品の利用促進を行っていることを評価

する。 

２ 賛成の立場で討論する。 
平成２８年度は、後期高齢者医療保険料が増加し、高齢者が増

え続けていることを示している。また、一般会計からの繰入金も

増え、事務量も増えていると思われる。 
その一方で、本市では様々な施策によって元気な高齢者が多い
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街づくりに寄与していると考えられる。今後も高齢者への健康施
策の取り組み充実を期待する。 

３ 反対の立場で討論する。 

後期高齢者医療制度については、高齢者の医療制度について政
治が強引に線引きを入れるものであり、認められない。 

がありました。 

採決の結果、５対１をもって、原案のとおり認定すべきものと
決定しました。 

最後に、議案第５９号、「平成２９年度 流山市後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）」について申し上げます。 
本案は、平成２８年度決算の確定に伴い、後期高齢者医療広域

連合への納付金など所要の補正を行うもので、既定の歳入歳出予

算総額に歳入歳出それぞれ３，０７４万７千円を追加し、予算総
額を２０億５，９７７万３千円とするものです。 

審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一致を

もって、原案のとおり可決すべきものと決定しました。 
以上で教育福祉委員会の委員長報告を終わります。 


